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要　　旨
　Neurometer® NS 3000TM（東京医研株式会社）を用いて，患者の痛みを定量化できるとされる電流知覚閾
値（Current Perception Threshold：以下，CPT）検査を健常成人に行い，その電流知覚閾値を Neurotron 社
が提示する標準値と比較検討すること，さらにその値を男女間において比較検討することを研究目的に行った．
　健常成人ボランティア 46 名（男性 13 名，女性 33 名：平均年齢 26.2 ± 6.6 歳）を対象とした．なお，被検
者には本研究の趣旨を説明し，同意を得たうえで測定を行った．
　測定肢位は安静背臥位とし，測定肢は非利き手とした．CPT の測定には Neurometer® NS 3000TM を用
いた．電極を測定肢第６頸髄節領域の上腕二頭筋筋腹の皮膚に固定用テープにて貼付し，周波数 2000Hz，
250Hz，５Hz の３種類の電流サイン波を流し，その電流サイン波を被検者が感じた時点の値を最小 CPT とし
て採用した．
　被検者 46 名における C６レベルの各周波数の CPT は，2000Hz が 82.7 ± 22.5 μ A，250Hz が 39.9 ± 10.9
μ A，５Hz が 32.0 ± 10.5 μ A であった．各周波数の男女別の値は，各周波数ともに女性の値が男性に比べ
低値を示し，2000Hz においては統計学的有意差が認められた（ｐ <0.05）．






























































　被検者 46 名における C ６レベルの各周波数の
CPT は，2000Hz が 82.7 ± 22.5 μ A，250Hz が
39.9± 10.9μ A，5Hz が 32.0± 10.5μ A であった．
　各周波数の男女別の値は，2000Hz では男性が
92.3 ± 23.9 μ A，女性が 77.6 ± 20.9 μ A，250Hz
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図１　Neurometer® NS 3000TM (東京医研株式会社
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では男性が 43.8 ± 14.3 μ A，女性が 38.3 ± 9.1 μ
A，5Hz では男性が 36.2 ± 12.6 μ A，女性が 30.3




と，2000Hz では男性が 98.0 ± 14.8 μ A，女性が
71.0 ± 20.2 μ A，250Hz では男性が 45.0 ± 14.1 μ
A，女性が 35.5 ± 7.2 μ A，5Hz では男性が 35.5
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均年齢 34.5 ± 9.0 歳）を対象に手指，足指にて測
定を行い，年齢，性に較差はなかったと報告してい
る．また，Kim ２）は 225名（平均年齢 23.6± 1.0歳）
を対象に顔面にて測定を行い年齢，性に較差はなか
ったと報告している．これに対し，Takekuma ら３）
は 1632 名（男性 818 名，女性 814 名）を対象に手




















　CPT は，2000Hz が Aβ線維，250Hz が Aδ線
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